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前
蹴
秘
曲
)

一
般
活
慌
諭
山
現
抗
へ
の
迎
用

以
下
本
凱
掲
載
)

薬品

論

ハ
、
総
括
u
A
V
評
論

五

一
般
恐
慌
論
の
現
宜
へ
の
撞
用

以
上
恐
慌

ω
一
般
的
理
論
に
闘
す
る
彼
れ
の
所
論
を
詳
述
し
た
。
然
る
じ
『
理
論
Z
縦
験
』

(
p
o
o
q
E仏
日
a

宮
ユ
自
の
巾
)
は
彼
れ
の
随
所
に
繰
返
す
所
で
あ
h
、
経
済
諸
原
理
の
研
究
己
共
仁
、
「
そ
れ
が
賞
際
的
諮
周
に
謝
す

る
見
解
』
を
明
ら
か
に
す
る
こ
バ
は
、
彼
れ
の
意
識
的
な
企
闘
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
吾
々
の
問
題
も
亦
、
『
以
上
通

ぶ
る
諸
原
理
の
或
b
の
、
組
閉
山
己
し
て
、
町
四
慌
に
閲
す
る
現
貨
の
研
究
を
包
合
す
る
一
」
記
、
な
っ
花
。
却
も
そ

れ
は
『
一
八
一
五
年
以
後
の
勢
働
階
級
の
困
難
い
に
閲
す
る
問
題
正
し
て
、
彼
れ
の
『
原
論
』
を
結
末
づ
り
る
所
の
も

論

議

マ
ル
サ
ス
由
恐
慌
諭

第
二
十
八
巻

第
六
蹴

四

F、
凹

彼れの『組済原論』蝶題白添沓。
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論

議

マ
ル
サ

λ

の
恐
慌
論

第
二
十
八
番

J、
四

回
二

の
で
あ
る
o

而
し
て
一
八
一
五
年
及
び
其
の
後
の
恐
慌
に
就

τは
、
吾
々
の
演
に
検
討
し
た
る
所
で
あ
い
、
リ
カ

ア
ド
ク
り
注
意
会
惹
い
た
の
も
主
ご
し
て
比
の
恐
慌
以
後
の
も
の
で
あ
っ
た
H

五
口
々
は
先
づ
此
の
現
質

ω問
胞
を

ば
.
自
己
の
恐
慌
諭
の
遁
用
ご
し
て
意
識
的
に
取
扱
っ
た
T

W

サ
ス
に
劃
し
て
・
特
殊
の
典
球
を
凪
買
え
る
も
の
で

第
六
批

あ
る
。第

一
、
現
貨
の
恐
慌
ご
資
本
蓄
積
正
の
闘
係

嘗
附
の
恐
怖
及
び
之
に
件
ふ
勢
働
階
級
の
窮
地
は
、
資
本

ω快
乏
に
基
〈
も
の
で
あ
る
ど
の
設
が
あ
る
o

詞
ム

所
H
H
労
働
人
口
仁
一
比
較
し

τ山
資
ホ
ω
敏
之
で
ム
ー
り
、
そ
の
わ
い
め
労
倒
階
級
の
失
業
ピ
窮
迫
を
悲
き
起
[
一

τゐ
る

Z

V
ふ
に
ゐ
る
。
然
る
に

7
p
f
z
に
従
へ
ば
人
口
に
劃
す
る
資
本
の
敏
之
ピ
需
要
に
謝
す
る
資
本
の
敏
之
ピ
は

峻
別
さ
る
べ
き
も
の
で
め
る
o

「
雨
者
は
共
に
勢
働
階
部
酬
の
聞
に
困
難
を
清
ら
す
か
ら
、
二
つ
の
場
合
は
腿
I
混

同
さ
れ
る
。
が
併
し
是
等
は
本
質
的
に
医
川
刑
さ
れ
る
。
両
者
は
極
め
JL
異
な
る
山
田
即
加
を
伴
ひ
、
従
つ

τ極
め

τ異

な
る
方
法
で
取
扱
は
晶
、
こ
d
を
要
す
る
。
」
第
一
に
一
闘
の
資
本
を
急
激
に
外
闘
に
輸
出
し
ロ
ご
せ
よ
‘
商
品

生
産
は
減
少
す
る
に
反
L
需
要
に
は
抽
出
動
が
な
い
炉
ら
、
商
品
の
慣
値
は
騰
貴
し
て
利
潤
を
増
加
し
、
蓄
穏
や
刺

激
し
て
資
本
減
少
は
急
速
に
回
復
す
る
。
品
仙
の
場
合
に
於
げ
る
「
兆
候
』
は
、
利
潤
の
高
邑
こ
ご
に
よ
っ
て
資
本
需

要
の
存
在
を
表
一
弔
せ
る
貼
に
ゐ
h
、
之
に
劃
す
る
「
取
扱
』
は
蓄
積
の
奨
励
に
あ
る
o
然
る
に
第
二
に
一
岡
山
資
本

が
恐
慌
に
よ
る
破
産
の
た
め
に
減
少
し
た
場
合
に
は
、
需
要
の
侠
乏
に
よ
り
商
品
は
下
落
し
て
利
潤
を
減
じ
、
資

本
は
需
要
に
謝
し
て
過
剰
ご
な
る
。
比
ぬ
場
合
に
蓄
積
を
奨
励
す
る
こ
ど
は
、
却
っ
て
資
本
家
階
級
の
困
難
を
加

重
す
る
も

ωで
あ
る
。

甜l稿;W 9カア Vウ田恐慌論(上H、(紐掛論議第二十λ巷第ー騨.昭和四年

一月)

1111稿，向上(下}、(経済論議第二十八告第二説、昭和四平二月)
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疑
も
な
く
其
れ
は
後
者
に
近
似

然
ら
ぱ
イ
ギ

P
A
賞
時
の
吠
細
胞
は
比
ψ

二
つ
の
場
合
の
何
れ
に
却
す
る
か
?

す
る
o
第
一
に
械
争
の
た
め
の
「
政
府
じ
よ
る
莫
大
な
資
本
り
消
耗
』

h

第
二
に
戦
宰
終
結
に
仲
ふ
「
極
的
て
異
常

な
る
需
要
の
捺
色
・
之
じ
件
ム
私
的
資
本
の
消
耗
、
第
一
一
一
に
比

ω沈
滞

ω結
川
市
た
る
利
潤
及
び
地
代
の
減
少
に
よ

る
需
要
の
減
退
.
第
四
仁
戦
守
に
刺
激
さ
れ
た
人
日
増
加
古
軍
隊
解
除
に
よ
る
券
働
供
給
の
過
剰
、
是
等
多
〈
の

原
因
の
た
め
に
、
資
本
は
減
損
せ
る
に
拘
ら
や
需
要
に
封
し
℃
過
剰
ご
な

h
、
生
産
は
減
少
せ
る
に
拘
ら
宇
有
数
需

要
に
謝
し
て
は
商
品
、
過
剰
を
星
し
、

勢
貨
は
紙
下
せ
る
に
拘
ら
や
失
業
者
は
培
し
て
ゐ
る
。
共
の
特
徴
的
兆
候
は

資
本
の
過
剰
、
利
澗
の
低
下
ピ
な
っ
て
表
れ
て
熔
る
o

此
の
知
事
伏
勢
内
下
に
於
て
、

「
節
約
を
奨
納

L
、
よ

h
大・

な
る
枚
入
の
資
本
へ
の
糊
化
ぜ
換
糊
す
る
は
、

経
締
凪
干
の
原
理
に
反
し
な
い
か
?

其
山
総
E
の
原
理
中
の
第
一

の
最
大
の
最
も
普
遍
的
の
原
理
|
需
要
供
給
の
原
理
|
に
濁
し
て
、
蓄
に
徒
ら
に
反
謝
す
る
も
の
で

Y

そ
れ
は
国
民
が
餓
死
1
移
住
し
っ
、
あ
る
時
に
結
婚
を
挺
帥

t
る
ご
恰
も
同
じ
事
で
は
な
い
か
?
』
要

、
ミ
'

U
一市

5
・

す
る
に
此

ω恐
慌
は
資
本

ω絶
樹
的
依
之
に
よ
る
よ

h
も
寧
ゐ
其
の
相
動
的
過
剰
仁
基
〈
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
又
-
』
の
困
雑
は
、

耕
作
限
界
の
低
下
、

商
業
的
制
限
‘

租
税
の
噴
課
等
の
諸
原
因
に
蹄
せ
ら
る
、
。
今

是
等
が
其
り
一
般
的
傾
向
に
於
て
、

官
の
進
歩
に
不
利
な
る
こ
ピ
に
は
異
論
は
な
い
。
併
し
乍
ら
問
題
は
現
賞
の

説
明
に
ゐ
る
。

い
ま
現
貨
に
常
面
せ
る
困
難
に
射
し
て
β
、
是
等
は
何
等
の
設
明
を
興
ふ
る
も
の
で
は
な
い
l
o
何

芭
な
れ
ば
是
等

ω諸
国
胤
闘
が
最
も
強
力
に
作
用

L
北
戦
時
中
は
・

却
っ
て
最
も
念
濯
に
閥
富
山
増
進
し
た
時
期
で

あ
っ
た
。

卒
和
り
回
復
に
よ
っ

τ、
「
最
も
貧
弱
な
土
地
は
耕
作
炉
ち
棄
て
ら
れ
た
後
に
、

卒
和
が
多
く
の
商
業
上

の
制
限
を
取
去
っ
た
後
に
.

-

1

千
七
百
高
の
租
税
が
闘
民
か
ら
酬
明
滅
苫
れ
た
後
仁
、

吾
々
は
甚
ガ
し
い
困
難

論

マ
ル
サ
ス
の
恐
慌
諭

第
二
十
入
器

入
四
一
品

第
六
都

四

議
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ibid.. P・493
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諭

議

入
四
回

マ
ル
サ
ス
の
恐
慌
諭

第
二
十

λ
を

第

六

腕

四

回

芭
一
知
ん
H

と
耐
ゆ
べ
か
ら

Y
る
座
迫
ご
を
経
験
し

τゐ
る
ゆ
で
め
る
J
そ
れ
故
仁
「
吾
々
は
此
の
世

rmり
一
昨
拾
の
在

接
の
原
因
は
、
之
を
他
の
何
物
か
じ
求
め
ね
ば
な
ら
同
町
』
然
ら
ば
其
は
何
蕗
仁
求
む
べ
き
か
?
「
戦
守
以
来
一

般
に
戚
守
ら
れ
歎
か
れ
て
ゐ
る
沈
滞
は
・
余
の
見
る
所
で
は
、
生
長
カ
を
以
っ
て
富
の
唯
一
の
要
素
ピ
考
へ
、
従

っ
て
若
し
生
康
河
古
ヘ
増
加
す
れ
ば
之
に
比
例
仁
で
富
も
増
加
す
べ
し
ピ
推
論
す
る
人
々
の
理
論
に
様
つ
て
は
、

説
明
3
れ
な
い
。
」
何
百
な
れ
ば
枇
曾
的
生
産
カ
は
戦
争
の
終
結
Z
共
に
解
放
せ
ら
れ
、
増
加
せ
る
資
本

t
勢
働

が
其
の
使
用
を
待
も
つ
、
あ
る
其

ω瞬
間
に
、
沈
滞
を
惹
起
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
此
の
こ
ピ
は
剖
も
「
富
の

永
鋭
的
増
加
に
正
つ
て
は
、
生
産
力
の
増
加
以
外
に
、
仙
の
何
物
か
を
必
要
ご
す
，
る
》
い
ピ
を
明
ら
か
仁
一
却
す
い
}
も

の
で
な
〈
て
何
で
め
ら
う
。

第
二
、
現
貨
の
恐
慌
原
因

資
本
的
候
乏
其
他
が
恐
慌
的
現
・
質
的
原
闘
た
り
得
、
さ
る
ニ
ピ
此
的
如

L
Z
せ
ば
、
其
は
何
ド
践
に
求
め
ら
毛
、

か
?
仙
の
論
者
は
叉
・
英
れ
は
職
容
か
も
平
和
へ
の
過
渡
仁
よ
っ
て
泣
き
起
さ
れ
わ
仏
経
済
的
撹
乱
|
|
生
産
部

門
的
均
衡
山
一
時
的
破
壊

l
|
仁
基
〈
も
の
で
あ
え
資
本
が
新
た
に
襲
化

t〉
た
る
事
情
に
油
服
L
τ
、
『
其
の

過
剰
な
る
事
業
よ
り
不
足
な
る
事
業
へ
移
動
L
、
通
常
な
る
均
衡
を
回
復
す
必
臼
た
め
の
困
雌
よ
ち
来
る
一
時
的

慣
乱
で
ゐ
る
ど
考
へ
る
。
吾
々
は
量
に

y
カ
ア
ド
?
の
「
部
分
的
恐
慌
の
一
原
因
以
を
論
じ
仁
る
際
、
彼
れ
が
此

ω設

の
代
表
者
な
る
こ
ど
を
明
ら
か
に

L
た
。
こ
れ
に
劃
す
る
7

片
サ
ユ
の
反
謝
は
、
第
一
に
新
事
情
に
油
脂
可
る
た

め
の
資
本

ω移
動
は
、
『
戦
後
以
来
今
日
ま
で
に
経
過
し
た
ほ
ど
の
そ
ん
な
に
長
い
期
間
(
約
ま
T
)

を
必
要
吉
す
る

ご
は
信
骨
ら
れ
な
い

O
E
-
-
:一
-
庫
業
部
門
に
必
要
な
飽
化
は
、
一
二
年

ω
間
に
行
は
る
、
で
あ
ら
う
旬
ご
い
ふ
こ

」1

i

F
F
6
M
M
m可
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4
4
4

p
p
p
p
p
 

d
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d
d
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正
、
第
一
一
に
「
比
の
説
に
従
へ
ば
多
数
に
存
在
す
る
筈
の
資
本

ω
不
足
せ
る
事
業
・
そ
し
て
極
め
て
多
数
の
間
ー

の
産
業
部
門
に
百
一
っ
て
欧
洲
り
市
場
を
明
ら
か
に
供
給
過
剰
な
ら
し
め

τゐ
る
総
て
の
過
剰
資
本
を
十
分
に
吸
枚

し
得
る
事
業
.
そ
ん
な
事
業
は
何
蕗
に
存
在
す
る
か
?
」

Z
U
ふ
に
あ
る
o

か
〈

L
て
マ
戸
サ
λ

に
於

τは
、
戦
守
か
ら
卒
和
へ
の
推
移
は
此
の
恐
慌
り
原
因
に
は
相
蓮
な
い
が
、
併
し
そ

れ
は
決
し
て
資
本
移
勤

ω
困
難
を
惹
起
し
た
が
た
め
で
は
な
〈
て
、
「
消
費
及
び
需
要
り
全
量
り
大
な
る
減
少
」
を

惹
起
し
た
か
ら
で
ゐ
品
。
「
産
業
部
門
に
必
袋
な
縫
化
は
、
二
一
年

ω問
に
行
叶
枯
れ
る
で
ゐ
ら
う
、
併
し
此
ゆ
如

き
戦
唱
す
か
ら
一
宇
和
へ
の
過
渡
に
よ
っ
て
惹
3
越
さ
れ
た
消
提
及
び
需
誕
の
一
般
的
減
少
は
、
極
的

τ永
吉
期
間
じ

一
良
っ
て
総
綴

L
得
る
L

の
で
め
る
。
何
故
か
ぜ
言
ふ
仁
此
利
の
需
要
減
誌
は
・
第
一
次
的
仁
叫
政
府
支
山
川
減
少

に
よ
与
、
第
二
抗
的
に
は
民
間
支
出
の
減
少
に
よ
与
、
頁
に
困
際
的
に
一
般
的
な
減
少
を
示
せ
る
か
ら
で
め
る

術
は
彼
れ
の
繭
ム
所
の
消
費
及
び
需
要
の
減
退
に
就
て
注
意
す
べ
き
二
三
の
駄
を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
一
に
、
調
ふ
所
の
消
投
及
び
需
要
の
減
少
己
は
、
共
山
「
金
量

ω大
な
る
減
少
』
で
ゐ
り
『
一
般
的
減
少
」
で
ゐ

っ
て
、
特
定
商
品
仁
謝
す
る
部
分
的
消
費
の
減
少
で
も
な
〈
、
特
定
の
生
産
部
門
仁
閲
す
る
特
殊
需
要
の
減
退
で

も
な
い
。
吾
々
は
晶
嵩
じ
叫
ノ
カ
ア
ド
ウ
ノ
じ
於
り
る
需
要
方
向
の
鐙
動
が
・
彼
れ
の
部
分
的
恐
慌
論
に
閥
聯
す
る
こ
ピ

を
見
立
。
今
7
u
y

サ
ヲ
一
に
於
り
る
需
要
の
一
般
的
減
少
が
、
彼
れ
の
一
般
的
恐
慌
論
に
閥
物
4
る
ニ
Z
を
畿
見

L

τ、
興
味
を
成
物
』

Y
る
を
得
な
い
。

第
二
に
、
調
ふ
所
の
消
費
及
び
需
要
の
減
少
ご
は
、
常
に
生
産
及
び
供
給
に
謝
す
る
相
謝
的
減
少
を
意
味
す

る
。
こ
の
ニ
ご
か

ι夏
に
二
つ
の
結
果
を
生
宇
る
。
第
一
は
此
の
恐
慌
の
特
殊
性
芭
彼
れ
の
考
ふ
る
も
の
。
平
和

論

議

四
五

第
二
十
入
谷

λ
四
五

マ
ル
サ
ス
白
恐
慌
論

第
六
騨

拙稿 p カアドウ 0恐慌論(下H (紐持論議第二十八巻第二親 j¥，.-_._)¥
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諭

1車

マ
ル
サ
λ

由
法
慌
諭

第
二
十
八
各

第

抗

λ
四
六

1
1
、
E
プ

の
同
復
が
慌
に
恐
慌
を
伶
以
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
ご
せ
ば
、
並
(
は
不
牟
な
る
皮
肉
で
あ
る
o

彼
れ
に
従
へ
ば
共
は
必

宇
し
も
然
ら
歩
、
従
来
の
諸
戦
岬
す
の
終
結
は
必
す
し
も
今
日
の
如
き
困
難
を
伴
っ
て
ゐ
な
い
o

這
囲
内
戦
守
に
於

て
特
に
著
し
〈
卒
和
正
恐
慌
の
随
伴
せ
る
は
、
『
最
一
泡
の
戦
守
に
随
伴
せ
る
ザ
ザ

f
ザ
ザ
な
皆
川
申
ザ
に
懐

L
も
の

で
あ
品
。
然
ら
ば
其
の
特
殊
4
儲
正
は
仰
い
r
?
吾
々
は
援
に
営
附
の
恐
慌
の
山
品
質
的
考
訟
を
な

L
た
る
際
、
ぞ

れ
等
が
戦
岬
干
の
勃
様
、
進
出
肱
、
終
結
古
関
聯
す
る
こ
ご
は
疑
な
い
γ
が
、
同
時
に
又
‘
官
時
に
於
り
る
資
本
主
義
生

産
力
的
飛
躍
的
俊
民
に
負
ふ
所
大
な
る
こ
ご
れ
ず
明
ら
か
に
し
た
は
今
マ
ル
戸
ナ
ス
が
此
の
戦
時
市
仁
作
ふ
特
殊
事
情
ピ

抑
制
す
る
も

ωは
、
即
も
此
内
戦
時
中
に
於
り
る
資
本
主
義
生
産
力
的
呉
川
M
な
る
畿
肱
l
外
な
ら
旧
制
。
此
的
異
訪
な

る
生
産
カ
正
調
比
b
て
の
消
品
質
及
び
需
要
の
減
弘
、
こ
れ
が
剖
も
此
的
恐
慌
の
原
因
仁
外
な
ら
泊
の
で
あ
る
。

「
支
出

ω急
激
に
大
減
少
し
た
場
合
、
資
本
家
及
び
労
働
者
に
よ
っ
て
戚
告
ら
れ
る
困
難
は
、
恰
も
此
の
生
産
力

に
比
嚇
し
、
ま
た
資
本
の
急
越
な
蓄
積
正
相
候
つ

τ莫
大
な
消
費
が
供
給
古
れ
た
其

ω容
易
吾
に
比
例
す
る
で
あ

ら
う
。
』
正
。

消
曲
賞
ぷ
ぴ
需
要

ω誠
少
が
柏
謝
的
で
ゐ
る
こ
ピ

ω第
二
の
結
果
正

L
て
、
各
闘
に
於
け
る
此
的
恐
慌
の
強
度

は
、
戦
守
に
よ
る
損
害
に
反
比
例
す
る
。
戦
繭
大
な

b
L闘
は
却
っ
て
恐
慌
に
よ
る
損
害
少
な
〈
、
戦
繭
小
な
h

し
闘
は
却
っ
て
恐
慌
仁
よ
る
釘
磐
大
な
り
し
ピ
言
ふ
。
『
一
般
に
:
・
・
原
則
ご

L
τ
設
定
せ
ら
る
、
こ
ど
は
、

戦
守
に
よ
っ
て
最
も
多
〈
苦
し
ん
だ
諸
国
は
、
平
和
に
よ
っ

τ最
も
少
な
〈
苦
し
ん
だ
凶
」
何
故
か
ピ
い
ふ
に

戦
守
損
害
の
大
な

h
L闘
に
於
て
は
、
生
産
カ
は
戦
時
中
に
於

τ増
大

L
得
歩
、
却
っ
て
減
返
さ
へ
す
る
放
に
、

戦
後

ω需
要
蹴
込
は
何
等
の
苦
痛
ご
な
ら
中
却
っ
て
好
都
合
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
戦
時
中
仁
異
慣
な
生
産
力
を

ibid . p. 4C9 
ibicl.. p. 5or. 
拙稿，前掲(上}事問(髄済論叢第二「凡巷第]腕、昭和四年一月)
而i~'J p. 502目
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胤
官
同
此
せ
し
め
、
資
本
の
蓄
積
を
著
し
〈
増
大
し
た
岡
山
誌
に
於
て
は
、
卒
利
回
復
に
伴
ム
需
要
の
減
退
は
‘
甚
に
し

き
打
蜂
ご
な
ら
古
る
を
得
な
い
。
而

L
τ
彼
れ
に
従
へ
ば
、
「
イ
ギ
リ
ス
芭
ア
メ
η
ノ
カ
古
は
此
の
後
の
械
類
の
闘

に
近
い
。
彼
等
は
戦
争
に
よ
っ
て
最
も
少
な
〈
苦
し
み
一
一
若
〈
は
寧
ろ
戦
守

ιよ
っ
て
官
を
冊
唱
し
た
。
而
し
て
彼

等
は
今
や
一
中
和
に
よ
っ

τ最
も
甚
に
し
〈
背
ん
で
居
る
』
の
で
あ
る
ご
。

第
三
、
現
貨
の
恐
慌
謝
策

此
の
如
〈
し

τ彼
れ
は
、
資
本
不
足
訟
を
排
し
て
資
本
渇
剰
設
を
主
張
し
、
需
要
援
動
訟
に
謝
し
て
需
要
減
退

訟
を
主
張
し
記
。
そ
の
必
然
の
結
果
Z
し
て
、
品
山
悦
針
策
己
し
て

ω蓄
積
挺
脚
策
を
戸
川
付
、
生
産
抽
出
川
策
よ
り
も

事
ろ
的
損
挺
刷
鎮
守
正
朕
す
る
。
苦
々
は
義
仁
似
れ

ω恐
慌
l
閲
す
る
一
般
的
理
論
が
、
恐
悦
的
成
立
を
諭
す
る

生
産
論
ご
其
的
否
定
を
論
宇
品
分
配
論
よ
h
成
る
こ
ピ
を
見
記
。
そ
し
て
彼
れ
の
恐
慌
百
定
論
は
、
宮
山
円
分
配
に

貢
献
す
る
こ
ピ
に
よ
ソ
て
共
の
倒
怖
を
増
加
す
る
所
の
三
原
岡
|
|
財
産
の
分
割
、
商
業
の
繍
張
及
び
不
生
躍
的

消
費
者
の
存
在
|
|
に
閲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
今
現
質
じ
存
在
す
る
恐
慌
を
除
か
ん
だ
す
る
彼
れ
の
針

策
は
、
必
然
に
此
の
分
配
上
の
三
原
闘
に
閥
聯
せ
ね
ば
な
ら
刷
。
此
的
中
、
土
地
則
産
m
U
1
7
制
百
商
業
の
燦
張
仁

側
し

τは
、
彼
れ
も
明
確
に
徹
底
し
た
る
謝
策
を
掲
げ
て
ゐ
な
い
。
土
地
財
産
の
分
割
に
直
接
干
渉
す
る
が
如
き

は
、
彼
れ
の
賛
成
し
得
る
所
で
な
い
。
財
産
分
割
に
関
聯
し

τ岡
依
蕗
分
の
問
題
を
論
、
了
。
が
、
此
捕
に
於
て
も

彼
れ
の
主
張
は
明
確
で
な
い
。
た
い
凶
偵
は
「
財
産

ω分
割
及
び
中
産
枇
曾
階
級
の
培
加
を
作
り
出
す
一
一
正
倣
す
彼

れ
の
見
解
よ
ー
り
す
れ
ば
、
共
の
4

一
回
放
な
る
償
還
に
賛
成
し
得
る
笹
は
な
い
。
商
業
の
慌
張
、
外
凶
貿
易
の
問
題
に

就

τは
、
彼
れ
は
一
般
的
に
は
自
由
貿
易
を
主
張
す
る
も
、
世
田
時
問
題
己
な
っ
た
穀
物
保
例
に
賛
成
し
、
北
(
他

ω

前

音量

第
二
十
八
谷

凡
問
じ

古，

腕

凹

仁

マ
ル
サ
ス
山
浩
舵
論

ibid.， p. 501 
il刈d.，p. 507. 
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論

1臣

四
八

マ
ル
サ
ス
内
恐
慌
諭

恭
二
十
八
巻

第
九
ハ
披

八
四
λ

制
限
に
就
て
も
漸
進
主
義
を
よ
占
扶
す
る
か
ら
・
現
貨
の
恐
慌
割
策
正
し

τは
、
慈
で
も
彼
れ
の
主
張
は
明
憾
で
な

L、。
長
も
往
怠
す
べ
き
は
第
三
の
不
生
産
的
消
費
の
問
題
で
ゐ
ら
う
。
仰
々
吋
私
人
に
就
い
V

て
は
、
「
不
生
産
的
労

働
の
結
果
に
閲
す
る
奥
迎
、
十
分
に
知

h
、
心
情
の
増
進
を
妨
「
べ
き
も
の
を
目
標
ご
せ
示
、
・
4
を
増
進
す
る
ご
考

剖

へ
ら
る
、
も
の
を
宜
傭
し
、
」
某
の
能
力
に
肱
じ
て
不
生
産
的
労
働
を
維
持
す
べ
き
は
勿
論
、
之
を
岡
家
的
政
策
的

見
地
よ
り
す
れ
ば
、
勢
働
者
を
使
用
し

t
而
も
庇
佐
仁
生
産
物
の
増
加
を
来
3
h
v
る
が
如
き
高
業
、
例
へ
ば
道
路
・

運
河
等
川
町
一
公
共
事
業
を
起
す
べ
き
二
ピ
を
主
張
す
る
。
此
の
日
刊
の
事
業
が
生
産
的
資
本

ω減
批
一
を
志
-3
起
す
正
の

反
割
論
は
、
今
は
問
題
で
な
い
。
何
ぜ
な
れ
ば
今
の
場
合
こ
の
事
が
恰
も
要
求
さ
れ
て
ゐ
る

ω
で
あ
る
か
ら
。
た

い
問
題
は
、
「
そ
れ
が
勢
働
に
掛
す
る
凶
民
的
需
要
山
内
減
退
を
徐
h
に
隠
似
し
・
人
口
が
其
の
減
少
し
た
る
需
要

仁
自
ら
を
適
合
苫
せ
る
ニ
ご
を
妨
げ
る
結
川
市
ピ
な
る
い
F

鮎
に
あ
る
。
を
れ
故
に
此
の
刻
昌
一
場
合
に
は
、
事
ろ
低
き

勢
貨
を
支
給
す
る
ニ
正
に
よ
っ

τ.
此
山
刀
弊
を
防
が
ね
ば
な
ら
ぬ
ピ
い
ふ
。
比
り
如
〈
し
て
『
道
路
其
他
り
公
共

事
業
に
貧
民
を
使
用
す
る
こ
己
、
並
び
に
地
主
百
件
ぴ
有
産
者
の
間
に
於
け
る
土
地
を
建
設
し
改
善
し
美
化
し
又
職

人
及
び
僕
蝉
を
雇
傭
せ
ん
ご
す
る
傾
向
、
此
の
繭
者
が
生
産
消
設
の
均
衡
燈
乱
よ
り
起
る
害
惑
を
救
済
す
る
上

に
、
最
も
五
口
々
の
能
力

ω範
囲
内
に
あ

b
、
且
つ
最
も
直
接
に
典
へ
ち
る
、
調
策
で
あ
る
凶
」

要
す
る
に
分
配
上

ω三
原
凶
の
作
用
に
よ

h
、
生
産
三
消
費
・
供
給
E
需
要
ご
の
均
衡
ぜ
回
復
せ
し
む
る
こ
ご

に
よ
っ
て
、
生
産
物

ω
杢
岡
慣
値
を
高
め
、
従
っ
て
利
潤
台
高
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
資
本
家
は
弦
E
始
め

τ健
賞
な
高

い
利
潤
か
ら

|
l支
出

ω削
減
か
ら
で
な
〈
|
|
其

ω資
本
を
蓄
積
す
る
二
ご
が
出
来
る
o

「
五
日
々
は
比
り
時
始

ibid.. p. 5II 
ibid.. p. SlI. 
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め

τ、
節
約
の
普
通
の
過
程

i
|増
加
し
た
牧
入
の
一
部
を
資
本
に
追
加
す
る
所
の
過
程

i
ー
に
よ
っ
て
、
吾
々

の
損
失
せ
る
資
本
を
安
全
有
放
に
回
復
す
る
・
】
E

M

F

出
来
る
ω
の
で
あ
る
。

ーー，、

組
括
及
び
評
論

主
矛
一
、
血
帥
¢
向

指
一

h
f

以
上
越
ぷ
る
所
仁
よ
b
τ
明
ら
か
な
る
如
〈
、

T

U

Y

サ
旦
の
恐
慌
論
は
、
普
通
仁
解
せ
ら
る
、
が
如
き
絶
説
的

肯
定
論
で
も
な
く
、
ま
た
恐
慌
必
然
論
T
も
な
い
。
恐
慌
は
資
本
主
義
組
織
の
下
じ
於
て
不
可
避
的
な
、
必
然
的
現

象
で
ぬ
る
正
な
寸
が
如

3
は
、
常
時

ω一
枇
品
目
的
存
在
に
於
工
、
ま
た
古
典
準
一
献
に
共
泌
な
川
帆
祇
に
立
つ
7
w
サ
ー

に
於
1
、
考
へ
得
べ
か
ら

F
る
郎
別
で
あ
る
。
彼
れ
の
恐
慌
諭
は
言
は
い
γ

相
羽
的
恐
慌
論
で
め
り
、
或
る
傍
件
の
下

に
於
け
る
泌
慌
の
成
立
を
肯
定
[
、
ま
た
現
質
に
存
在
す
る
恐
怖
を
卒
直
に
認
論
し
よ
う
ご
す
る
に
過
ぎ
な
い
G

U
れ
ど
も
是
れ
い
丈
け
で
飢
に

y
カ
ア
ド
?
の
否
定
論
に
樹
立
す
る
に
十
分
で
あ
っ
た
し
併
L
乍

ι吾
々
の
併
に
見

北
る
が
如
く
・
リ
カ
ア
ド

P
以
下
の
否
定
論
も
亦
、
級
制
剖
的
に
之
を

γ

肯
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
o

彼
等
の
否

定
は
一
般
的
恐
慌
の
否
定
仁
過
ぎ
す
、
部
分
的
恐
慌

ω偶
然
的
資
生
は
、
之
を
桓
否
す
る
も

ωで
は
な
い
γ
3

そ
れ

故
仁
マ
U
F

サ
ー
恐
慌
論
の
特
徴
は
・
第
一
仁
リ
カ
ア
ド
ク
以
下
の
偶
然
的
部
分
的
恐
慌
論
の
樹
立
物

Z
L
て
、
第

二
に
品
悼
の
撃
者
の
絶
叫
割
的
又
は
必
然
的
一
般
的
恐
慌
論
の
謝
立
物
言
し
1
、
前
者
よ
ち
絞
者
へ
の
殺
艇
を
辿
絡
す

る
一
的
速
説
ご
し

τの
相
封
的
一
般
的
恐
慌
論
を
成
す
駄
に
あ
る
。
前
者

ω融
官
民
干
し
て
の
7

片

f
z
は
、
部
分

的
よ
ち
一
般
的
へ
、
偶
然
性
よ
h
相
掛
性
へ
の
俊
民
で
ゐ
h
・
後
者
へ
耽
官
民
す
べ
き
毛
メ
ン
ト
ご
し
て
は
、
絶
叫
剖

諭

濃

I"i 
ゴL

第
二
十
八
巻

八
四
九

tι 
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恐
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諭
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論

議

ヨ王。

第
二
十

λ
盆

八
五
O

マ
ル
サ
ス
白
恐
慌
論

第
六
時
制

性
へ
の
渇
枝

t
し
て
の
相
謝
性
を
一
不
す
ニ
正
、
な
っ
た
。
換
言
せ
ば
恐
慌
の
一
般
性
を
認
識
す
る
こ
正
に
よ
っ
て

前
者
に
謝
し
、
共

ω
相
射
性
を
主
脱
す
る
?
』
正
に
よ
っ

τ筏
者
に
濁
し

τ、
彼
れ
自
身
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ

z。
以
下
重
心
て
此
山
二
結
を
明
ら
か
に
し
た
る
後
、
之
に
謝
す
る
評
論
を
試
む
る
こ
ご
、
す
る
。

一
恐
慌
の
一
般
性
0

7

戸
ず
λ

に
於
げ
る
生
産
過
剰
は
、
特
殊
的
商
品
又
は
特
定
的
生
産
部
門
仁
限
ら
る

、
も
の
に
あ
ら
争
、
主
要
な
る
生
席
部
門
的
大
部
分
じ
亘
る
一
般
的
生
産
過
剰
で
あ
る
。
其
の
論
憐
山
第
一

u、

か
、
る
生
産
過
剰
が
需
要
り
一
般
的
減
少
に
基
〈
ピ
さ
れ
て
ゐ
る
貼
に
あ
る
。
枇
曾
的
購
民
力

ω
一
般
的
減
少
に

基
〈
生
産
過
剰
は
・
一
般
的
た
ら
古
る
を
得
な
い
γ

こ
ご
は
自
明
で
あ
ら
う
。
此
鮎
に
於

τ彼
れ
は
か

ω
需
要
方
向

の
麗
動
を
強
制
す
る
部
分
的
恐
慌
論
に
樹
立
す
る
。
一
般
的
恐
慌
の
第
二
的
論
援
は
物
々
交
換
を
尽
〈
品
物
鋒

安
換
訟
に
ゐ
る
。
彼
れ
は
部
分
的
恐
慌
論
者
の
主
要
な
論
健
ピ
な
っ
た
物
々
交
換
設
が
現
質

ω一
品
質
に
印
せ

F
る

こ
ご
を
難
じ

τ、
大
部
分
の
商
品
が
労
働
に
判
し
て
交
換
せ
ら
る
、
ζ

正
を
主
張
す
る
。
此
ゆ
主
肢
は
怖
に
消
費

者
Z
の
閥
係
に
於
て
商
品
全
翻
・
銭
す
る
彼
れ
に
於
て
賞
然
の
こ

E
な
る
が
、
彼
れ
に
従
へ
ば
、
勢
働
者

ω消
費
及

び
需
要
は
、
蓄
積
ω
行
は
る
、
場
合
に
も
増
加
し
な
い
。
従
つ

τ増
加
し
た
る
商
品
生
産
に
謝
し
て
は
、
之
己
交

換
古
る
べ
き
妙
働
山
相
掛
的
不
足
を
悲
し
、
弦
に
生
産
は
過
剰
ど
な
ら

F
る
を
得
な
い
o
第
一

ω根
城
E
な
れ
る

需
要

ω
一
般
的
減
少
は
、
戦
争
よ
り
卒
和
へ
の
過
渡
に
よ
っ
て
惹
き
起
さ
れ
た
る
現
質
的
特
殊
的
な
恐
慌
胤
困
で

あ
る
に
劉

L
、
第
二
山
根
織
は
資
本
山
蓄
積
に
件
ム
一
般
的
傾
向
で
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
此
の
一
般
性
に
よ
っ
て

一
方
に
部
分
的
恐
慌
論
に
卦
立
し
、
他
方
に
一
般
的
必
然
論
へ
の
過
渡
を
な
す
ニ
己
、
な
っ
た
の
で
ゐ

彼
れ
は
、

る。

・6・・，.



、.，二
恐

慌

ω
相
調
性
。
富

ω分
量
を
増
加
す
る
生
産
土
の
三
原
因
は
、
そ
れ
丈
げ
で
は
英

ω優
位
を
培
加
せ

宇
、
従
つ

τ
E
に
そ
山
た
め
に
.
分
量

ω増
加
そ
の
も
の
も
亦
行
き
訪
ら
F
る
を
得
な
い
。
之
を
資
本

ω蓄
積
に

就
て
見
れ
ば
、
其
れ
は
一
方
に
生
産
の
分
量
を
増
加
す
る
ピ
共
に
、
他
方
に
枇
品
目
的
需
要
の
減
少
を
来
し
、
掴
慣
格

の
下
落

t
利
潤
の
低
下
を
稼
起
し
て
蓄
積

ω動
機
は
泊
客
せ
ら
れ
、
生
産
は
行
き
詰
る
。
郎
L
生
産
力
の
後
展

は
・
た

Y
ぞ
れ
丈
け
で
は
必
然
に
生
産
過
剰
に
場
か
ね
ば
な
ら
ぬ
ロ
司
】
れ
彼
れ
の
恐
慌
宵
定
論
で
あ
る
o

然
る
に

す
で
に
ニ
れ
に
依
っ

τ明
ら
か
な
る
如
〈
、
か
、
る
」
般
的
恐
慌

ω
成
立
は
、
た
い

Y

一
定
保
件
の
下
に
の
み
、
帥

も
生
産
上

ω諸
国
四
因

ωみ
作
用
す
る
ご
考
へ
た
る
場
合
に
限
与
、
可
能
で
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い
。
今
若
し
富
の
債
値

を
増
進
す
る
諸
原
闘
に
よ
っ
て
、
分
匿
の
増
加
-
己
附
附
に
英
の
煩
値
を
培
進
し
得
る
な
ら
ば
、
生
涯
の
増
加
は
池

剰
を
来
す
守
』
ど
な
く
し
て
‘
永
久
に
進
行
し
得
べ

t
ど
な
す
υ

郎
も
恐
慌
の
成
立
は
官
の
分
配
を
考
ふ
る
こ

Z
に

よ
っ
て
脊
定
せ
ら
れ
、
同
時
に
現
貨
の
恐
慌
も
亦
分
配
政
策
に
よ
っ
て
之
を
防
ぎ
得
る
こ
吉
、
な
る
。
か
く
し
て

彼
れ
に
於
り
る
生
産
動
態
論
は
恐
慌
の
肯
定
乃
至
成
立
を
論
じ
、
分
配
動
態
論
は
共
の
再
定
乃
至
消
滅
を
諭
す
る

こ
正
、
な
る
o
吾
々
が
相
封
的
恐
慌
論
ピ
呼
ぶ
所
以
は
抜
に
ゐ
る
o

此
の
相
掛
性
に
よ
っ

τ
一
方
に
η
ノ
カ
y
ド
ム
ワ

以
下
の
偶
然
性
ご
封
立
し
・
他
方
に
後
の
鼎
者
の
絡
調
性
又
は
必
然
性
へ
の
過
渡
宣
車
す
こ
ど
、
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。第

二
、
評
論

先
づ
第
一
に
恐
慌
の
一
般
性
に
閲
す
る
彼
れ
の
所
論
を
吟
味
す
る
。
五
回
々
は
郎
防
仁
嘗
時
の
恐
慌
が
可
な
b
の
程

度
に
一
般
化
さ
れ
た
も
の
で
ゐ
b
、
且
つ
腕
に
嘗
時
の
程
度
に
畿
嵐
せ
る
資
本
主
義
に
於
て
は
、
共
の
恐
慌
は
決

論

議

マ
ル
サ
ヌ
の
恐
慌
論

第
二
十

λ
を
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銀
大
観

し
て
特
定
の
企
業
若
く
は
特
殊
の
生
産
部
門
に
留
h
得
5
る
も
の
な
る
こ
ご
を
論
議
し
た
。
A
T
7
F

サ
旦
が
理
論

的
且
つ
質
説
的
に
其
の
一
般
性
h
f
主
張
せ
る
黙
は
、
か
の
部
分
的
恐
慌
論
者
に
比
し
て
一
段
の
後
腿
を
一
不
せ
る
も

の
さ
百
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
叫
怖
に
蛍
時
の
一
般
的
恐
慌
が
、
資
本
主
義
の
初
期
に
於
け
る
生
康
カ
の
飛
限
的
畿
日
胤

己
、
戦
宗
終
結
仁
作
ふ
一
両
嬰
の
一
般
的
減
少
仁
基
〈
ニ
ご
を
圭
張
せ
る
は
、
正
常
な
る
理
論
正
似
裂
の
上
に
立
つ

も
の
さ
認
め
ね
ば
な
ら
向
。

たい
γ

第
二

ω論
協
を
な
す
一
般
的
理
論
に
於
げ
る
此
鮎
の
論
溢
は
、
未
だ
十
分
ご
は
鬼
ら
れ
い
な
い
。
物
々
交
換

説
仁
謝
す
る
物
接
交
換
説
は
・
両
日
聞
を
た

v
商
品
相
互
の
闘
係
に
於
τ
h
v
な
〈
商
品
封
消
技
者
、
」

ω闘
係
仁
於
て

州
側
察
せ
ん
正
す
る
努
力
し
闘
す
る
限
り
金
〈
正
賞
で
ゐ

b
z
L
E
b
・
そ
れ
が
現
質
的
事
貨
に
印
せ
A
y
t
の
彼
れ

自
身

ω非
雌
は
、
物
持
交
怖
開
設
に
射
し
て
の
み
見
れ
得
品
か
は
疑
問
で
ゐ
ら
う
。
俄
b
に
比
紡
を
看
過
す
る
ピ
し

τ
b、
此
の
物
努
交
換
訟
を
根
操
己
し
て
一
般
的
恐
慌
hvr

，
導
き
出
せ
る
彼
れ
的
推
論
は
川
市
し

τ正
L
い
か
ど
う

か
?
彼
れ
の
似
定
に
よ
れ
ば
、
牧
入
の
一
部
を
資
本
に
時
化
L
た
る
場
合
色
、
券
働
者
会
慨

ω消
費
及
び
需
裂

は
之
に
よ
っ

τ事
も
増
淵
せ
炉
、
従
つ

1
増
加
し
た
る
「
商
品

ω大
量
は
、
業
訓
い
が
交
換
古
る
べ
き
労
働
に
比
紋

し
て
供
給
過
剰
ご
な
る
」
古
い
ム
に
ゐ
る
が
・
言
ふ
ま
で
も
な
〈
商
品
ピ
交
換
古
る
ぺ
話
傍
働
は
、
単
な
る
勢
働

に
ゐ
ら
十
し

τ・
資
本
家
仁
需
要
さ
れ
た
る
祭
働
、
者
〈
は
購
買
力
を
有
す
る
券
働
、
換
言
せ
ば
労
働
者
的
購
買

力
に
外
な
ら
旧
制
。
然
ら
ば
時
労
働
者
的
購
買
力
が
資
本
の
蓄
積
、
生
産
の
境
川
町
に
ょ
う
て
造
も
増
加
せ
宇
己
な
す
は

果
し
て
正

L
い
か
?
生
産

ω僚
張
に
件
ム
勢
働
需
市
宮
の
増
加
す
る
に
従
つ

τ、
既
存
の
叫
労
働
者
的
側
々
的
購
買

λ 
五

カ
を
増
加
し
、
同
時
じ
眺
町
民
力
を
有
す
る
労
働
者
数
的
増
加
め
る
こ
ご
は
、
彼
れ
も
他
の
仰
所
に
於
て
認
む
る
所

捌柿;rr' y 力アドウ山恐慌論~ (前抱)歩!!i1o
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で
あ
る
o

従
っ
て

E
常
に
は
資
本
の
蓄
積
ご
共
に
勢
働
者
会
躍
り
購
買
力
も
増
加
す
る
も
の
ご
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

比
の
場
合
に
物
倒
勝
賞

ω傾
向
が
勢
賃
般
質
的
傾
向
よ
h
も
強
き
時
は
、
佃
々

ω勢
働
者
什
購
買
力
は
却
っ
て
減

少
す
ぺ
き
も
、
而
も
全
健
正
し
て
の
隙
買
カ
は
必
中

L
も
此
り
事
質
か
ら
判
断
す
る

4

ミ
、
を
許
き
な
い
で
あ
ら

う
。
此
の
場
合
の
問
題
は
寧
ろ
、
資
本
蓄
積
に
よ
る
生
産
物
の
増
加
さ
、
蓄
積
に
件
ふ
全
労
働
者
什
購
買
力
増
加

ピ
の
比
例
如
何
で
あ
ら

F

フ
o

後
に
至
っ

τ論
静
ら
る
、
知
〈
.
資
本
構
成
の
高
級
化
す
る
に
従
う

τ、
努
働
投
資

に
謝
す
る
資
本
投
資
の
比
例
ケ
一
冊
唱
し
、
労
働
者
購
買
力
ク
相
掛
的
減
少
伝
来
f
な
ら
ば
、
践
に
治
州
立
不
足
設
の
体

地
を
磁
す
こ
正
、
な
る
が
、
マ
町
F

サ
旦
に
於

τは
泊
柴
不
足
は
世
帯
ゐ
資
本
家
側
に
起
る
こ
ご
、
な
る
G

帥
も
彼
れ

に
於
て
は
、
事
政
己
節
約
ピ
鋭
欲
ピ
が
必
然
的
l
不
可
蹴
り
も
川
w
h己
主
れ
て
ゐ
る
コ
回
よ
b
資
本
主
義
り
成
立
に

常
っ
て
禁
欲
乃
蛍
節
約
が
資
本
蓄
蹴
仁
帆
到
し
て
前
じ
た
役
割
を
看
過
す
る
こ
己
は
正
常
で
な
い
v
o

従
っ
て
古
典
的
中

波
岩
〈
は
之
に
先
に
つ
縦
消
論
者
が
、
節
約
E
蓄
積
を
同
義
に
ま
で
見
た
ヨ
}
ご
に
は
一
臓
の
理
由
を
訟
め
ね
ば
な

ら
向
。
り
れ
ど
h
般
に
資
不
が
資
本
主
義
の
組
織
内
に
共
の
増
殖
辿
動
を
開
始
し
た
後
は
、
資
本
の
蓄
積
増
殖
は

必
七
ず
し
も
節
約
若
〈
は
禁
欲
己
不
可
献
に
は
存
し
な
い
。
資
本
家
は
た
い
其

ω従
来
の
生
活
科
度
仁
さ
へ
満
足
し

得
る
な
ら
ば
・
そ
れ
が
如
何
に
禁
欲
節
約
ご
は
縁
遠
い
も
の
で
ゐ
っ
て
も
、
強
固
輸
は
大
な
る
税
皮
に
進
行

L
符
べ

〈
.
更
に
共
の
賛
岬
出
の
程
度
を
越
増
し
た
ご
し
て
も
、
共
的
比
率
が
資
本
増
殖
率
に
及
ば
さ
る
限
り
は
、
増
殖
運

動
は
限
り
な
く
進
行
す
る
で
め
ら
う
。
そ
れ
故
に
資
本
の
蓄
積
あ
る
毎
に
之
に
比
例
す
る
資
本
家
消
費
の
絡
調
的

減
少
ゐ
る
も
の
芭
な
[
、
之
に
よ
っ
て
生
産
過
剰
を
結
論
す
る
は
正
常
で
あ
る
ご
は
思
は
れ
ぬ
。

第
二
仁
恐
慌
の
相
謝
性
に
閲
す
る
彼
れ
の
所
論
を
吟
味
す
る
。
弦
に
於
け
る
川
悦
本
の
問
題
は
、
彼
れ
の
冊
胴
俗
論

諭

議

マ
ル
サ
ス
白
恐
慌
諭

都
二
十
人
容

八
五
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論

議

五
四

マ
ル
サ
ス
白
恐
慌
論

都
二
十

λ
巷

八
五
回

第
六
時
叫

並
び
に
之
に
関
聯
す
る
分
配
論
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼
れ
的
樹
他
論
を
根
本
的
に
論
評
す
る
は
常
而
の
問
題
で

な
い
。
た
hv
滋
で
は
彼
れ
の
謂
ふ
所
の
慣
値
は
、

9
カ
ア
ド
ウ
以
下
の
拙
労
働
傾
値
古
は
異
り
、
交
換
償
伯
・
自
然
伺

格
・
必
要
耐
個
格
若
く
は
生
箆
費
四
恨
格
ご
呼
ば
る
、
も
の
に
類
す
る
下
位
範
時
に
風
す
る
。
吾
々
は
先
寸
此
の
前
提

に
立
つ
。
他
の
機
曾
に
池
よ
る
が
如
〈
.
彼
れ
ど
リ
ノ
カ
ア
ド
ク
ピ
の
聞
に
於
け
る
終
生
の
論
守
は
、
論
貼
多
岐
に

亘
る
け
れ
ど
も
・
共
の
主
要
問
題
は
主
ご
し
て
備
位
諭
£
恐
怖
論
に
闘
し
‘
後
者
は
叉
根
本
的
に
は
各
I
の
俄
低

論
上
の
相
迩
に
胤
糊
す
る
多
き
も
の
な
る
が
、
彼
等
は
相
庄
に
自
ら
の
償
値
概
念
を
以
っ
て
相
手
の
そ
れ
を
h
作

せ
ん
ギ
す
る
側
主
含
有
し
、
未
だ
相
手
の
概
念
そ
の
も
の
を
根
本
的
に
分
析
せ
ん
ざ
す
る
努
カ
を
搬
は
な
い
。
か

く
て
論
争
は
終
世
に
亘
っ
て
遊
き
す
、
而
も
そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
等
の
各
ー
も
吾
が
経
済
事
色
、
幾
何
の
後
燥
を

か
ち
得
た
が
さ
へ
疑
問
ピ
在
れ
て
ゐ
る
。
A
T
吾
々
は
仮
h
に
T
U
F
f
z
の
概
念
ず
る
川
崎
低
の
上
に
立
つ
o

彼
れ
は

常
然
に
其
の
岡
慣
飾
が
需
給
関
係
に
よ
っ
て
決
定
さ
る
〉
主
主
一
張
す
る
。
然
る
に
他
方
に
於
て
彼
れ
は
‘
同
問
値
は
市
守

ら
需
要
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ

h

枇
曾
的
欲
些
へ
の
適
合
に
依
存
す
る
ニ
子
炉
』
高
調
[
、
主
制
倒
的
傾
向
を
帯
ぶ
る

こ
正
が
強
(
な
っ
て
来
£
o
-
』
の
こ
ど
か
ら
『
岡
田
値
は
主
ご
L
τ
分
配
に
依
存
す
る
』
こ
己
、
な
る
。
倒
値
が
分
配

に
依
存
す
る

E

じ
は
、
そ
れ
が
欲
望
乃
至
需
要
へ
の
迎
合
に
依
与
す
る
ニ
ご
を
意
味
L
、
従
つ

τ供
給
側
の
事
情
如

何
は
多
〈
顧
み
ら
れ

F
る

-
Z」
、
な
る
。
彼
れ
は
需
給
原
則
を
以
っ
て
、
「
総

τの
原
理
中
の
第
一
の
最
大
の
最

も
普
遍
的
の
原
理
』
£
な
L
、
最
高
の
概
成
を
之
に
認
め
な
が
ら
・
ま
た
債
依
論
へ
の
其
の
適
用
を
主
張
L
乍
色
、

古
典
卒
採
仁
殆
ん
H

と
共
通
の
自
然
回
恨
格
設
又
は
生
産
費
削
問
絡
設
を
顧
み
る
マ
』
ピ
少
〈
.
同
慣
持
品
盟
勤
に
よ
る
生
産
の

白
然
的
調
節
の
代
b
仁
、
分
配
政
策
に
よ
る
樹
格
維
持
従
っ
て
生
産
維
持
を
主
張
す
る
。
こ
れ
彼
れ
の
傾
値
論
に

ibid .. 
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内
在
す
る
一
の
難
勧
で
あ
る
ご
共
に
、
そ
の
分
配
論
従
っ
て
相
調
的
恐
慌
設
の
根
祇
に
横
た
は
る
一
の
問
調
鮎
を
な

す
も
の
で
め
ら
う
。

彼
れ
に
於
げ
る
特
殊
の
分
配
は
・
商
品
開
慣
値
の
維
持
の
た
め
に
必
要
な
る
過
程

E
L
て
存
狂
す
る
。
認
で
は
彼

れ
の
伺
伯
は
、
生
産
の
自
然
的
調
節
者
ピ
し
て
働
〈
生
康
技
師
恨
格

Z
L
τ
u
v
な
〈
、
分
配
手
段
に
よ
る
需
要
の
水

紛
的
確
保
に
よ
っ
て
生
産
の
氷
山
嗣
的
燦
張
を
保
設
す
ゐ
刺
激
ご
し
て
働
〈
。
両
日
聞
の
消
費
者
へ
の
分
配
を
意
味
す

る
彼
れ
の
分
配
論
は
、
一
方
仁
於
て
商
品
を
常
に
そ
の
消
技
者
己
の
闘
係
に
於
て
考
且
然
せ

1
め
、
供
給
古
需
要
、

生
産
Z
消
袋
ご
の
相
封
的
考
察
に
導
〈
の
功
績
か
」
奥
へ
て
、
彼
を
し
て
よ
く
一
般
的
生
産
過
剰
の
認
識
仁
至
ら
し

り
る
の
放
巣
ゐ
ゐ
己
共
に
、
他
方
仁
於
て
同
布
の
怠
味
に
於
げ
る
分
配

1
i枚
入
又
は
所
謂
の
分
配
|
|
脅
右
過

せ
し
む
る
じ
至
る
c

蓋
し
地
主
・
資
本
紙
・
労
働
者
の
三
階
級
が
各
』
所
得
す
る
所
の
地
代
・
利
潤
・
崎
背
負
の
相
任
閥

係
は
・
ス
ミ
ス
に
於
て
は
債
務
的
構
成
部
分
ご
し
て
、
リ
カ
ア
ド
ク
に
於

τは
獅
立
の
分
配
問
題

t
L
て
、
特
別

の
注
意
営
惹
い
て
来
た
も
の
で
あ
る
o

此
の
意
味
に
於
け
る
分
間
は
、
一
方
に
各
階
級
の
生
活
費
狐
正
し

τ殊
に

勢
働
階
級

ω生
活
税
肢
の
決
定
要
素
た
る
ピ
共
に
、
他
方
に
於
で
購
買
力
資
源
正
し
て
殊
に
資
本
家
階
級
内
生
産

機
張
に
関
係
す
る

o
y
カ
ア
ド
ウ
に
於
り
る
分
配
論
は
主
ざ
し
て
比
吋
前
者
に
偏
L
・
購
買
力
ピ
し

τω
生
産
活

動
的
刺
激
に
謝
し
て
は
多
〈
注
意
す
る
じ
歪
ら
中
、
議
に
一
般
的
恐
慌
を
否
定
す
る
に
至
っ
た
的
で
ゐ
る
が
、

T

W

サ
A

の
動
態
論
じ
於
て
は
此
山
岡
有
り
分
配
論
は
殆
ん
ど
看
過
さ
品
、
故
に
、
生
産
刺
激
Z
L
て
の
勢
働
階
級

の
勝
良
カ
は
多
(
問
題
ご
さ
れ
歩
、
消
費
若
〈
は
需
要
に
閲
す
る
彼
れ
の
関
心
は
寧
ろ
資
本
家
階
級
に
闘
す
る
。

例
へ
ば
資
本
蓄
積
に
伴
ふ
過
剰
生
産
は
資
本
家
消
費

ω絡
謝
的
減
少
を
主
因
正
し
、

1
7
配
諭
に
於
け
る
財
産
分
割

論

議

マ
ル
サ
ス
の
恐
慌
諭

第
二
十
入
容

ヨ王
五

λ
五
五

銘

貌
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論

鍍

マ
ル
サ
ス
円
恐
慌
論

第
二
十
凡
告

八
五
六

第
"/-; 
披

五
六

及
び
不
生
産
的
消
費
も
主
ど
し
て
資
本
家
消
費
の
増
加
仁
関
係
す
る
。
彼
れ
の
分
配
論
が
消
費
者
階
級
へ
の
商
品

分
配
に
止
h
、
真
に
進
ん
で
此
の
消
費
者
の
大
部
分
を
占
な
る
労
働
階
級
の
購
民
力
如
何
の
問
題
が
、
彼
れ
に
於

て
多
く
問
題
ご
さ
れ
や
'
・
片
山
に
泊
技
不
足
説
を
俊
炭
せ
L
h
v
b
倫
地
を
獲
す
ニ
古
、
な
っ
た
の
は
、
此
の
怠
味
に

於

τ骨
川
然
の
締
結
で
は
ゐ
る
が
、
同
時
仁
叉
彼
れ

ω特
殊
の
品
川
配
諭
が
他
方
に
包
合
し
た
雛
鮎
|
|
所
得
分
配
の

看
過
ー
ー
に
向
来
J
る
も
の

Z
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

彼
川
い
の
特
川
押
な
分
間
論
の
内
本
そ
の
も
の
も
亦
出
立
に
伯
寸
心
。
財
産
内
分
釧
が
ま
す

y
¥乎
柑
一
す
ご
な
b
、
各

人
の
購
買
力
の
生
産
に
針
す
る
授
言
帥
舶
が
平
等
ご
な
る
に
従
っ
て
、
資
本
主
義
の
刷
舎
に
存

f
る
枇
曾
的
需
要
三

枇
曾
的
必
要
正
の
背
反
は
次
第
に
緩
和
古
る
ぺ
〈
.
此

ω意
味
に
於
t
彼
れ
の
謂
ふ
所
内
分
配
が
・
財
産

ω分
割

に
依
存
す
る
記
な
す
は
正
常
で
ゐ
る
。
た
い
Y

剖
ふ
所
内
財
産
分
釧
は
主
ご
し
て
土
地
財
産
の
分
制
で
あ
り
、
精
々

の
ご
守
}
ろ
商
工
階
級
を
包
合
ず
る
に
過
ぎ
な
い
。
是
等

ω階
級
己
努
働
階
級
ど
の
間
に
於
け
る
所
得
的
介
削
を
問

題
ご

L
な
い
彼
れ
の
財
産
分
割
誌
が
、
現
氏
の
恐
慌
針
策
ご
し
て
何
等
明
礁
な
附
一
市
を
興
へ
得
な
か
っ
た
の
は
、

草
仁
一
瞥
然
ハ
サ
一
関
結
で
あ
ら
う
。
向
業
の
儲
版
殊
に
海
外
市
川
端
的
開
拓
が
、
商
品

ω流
越
を
憐
張
し
て
共
的
耐
恨
他
を

賞
現
せ
し
め
・
生
産
過
剰
を
防
ぎ
得
る
ピ
の
主
張
も
亦
そ
山
限
ふ
り
正
賞
で
あ
る
。
比
制
に
於
1
彼
れ
は
、
後
期
資

本
主
義
の
海
外
市
場
州
守
管
戦
を
時
示
す
る
か
山
戚
が
あ
る
。
た
い
彼
れ
の
極
端
な
る
地
主
擁
護
設
じ
制
則
さ
れ

て
、
現
討
の
恐
怖
針
策

ξ
L
て
の
貿
易
論
は
、
亦
甚
だ
し
〈
不
倣
抵
の
も
の
さ
な
ら
さ
る
を
得
な
か
っ
た
o

最
後

仁
不
生
諸
問
的
消
費
者
的
必
要
を
一
一
両
剥
せ
る
彼
れ
の
主
肢
は
、
浪
費
を
皿
洗
附
す
る
も
の
ピ
し
て
静
岡
時
の
非
難
を
免
れ

y
h
し
も
の
な
る
が
，
恐
慌
又
は
不
景
気
の
救
済
策
ど
し
て
政
府
の
ぬ
共
事
業
を
起
す
べ
き
こ
己
は
、
其
後
多
〈

・6・..



の
人
々
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
又
賞
行
き
る
、
一
加
で
あ
る
。
た
い
彼
れ
の
主
制
は
、
か
、
晶
子
段
に
よ
る
労
働
者
の

失
業
救
済
よ
り
も
、
事
ろ
地
主
資
本
誕
の
所
得
に
寄
食
す
る
不
生
産
者
の
崎
加
、
又
は
租
税
寄
金
者
内
増
加
に
よ

る
需
一
去
の
喚
起
に
あ
る
か
の
戚
が
あ
る
の
然
る
限
ト
り
彼
等
山
り
生
活
資
山
酬
は
結
局
に
於
て
利
潤
又
は
地
代
に
蹄
l
、

そ
れ

rけ
蓄
積
の
動
機
を
阻
害
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
故
に
彼
れ
が
宙
の
増
進
を
永
久
に
保
読
す
る
ピ
考
ふ
る
此

植
の
階
訟
の
不
生
産
的
消
設
も
亦
、
結
局
に
於
て
宮
内
生
産
を
誼
終
に
朕
泊
す
る
結
果
に
腕
す
L
も
の
、
様
で
あ

る。
最
後
仁
依
れ
の
蓄
積
論
を
吟
味
す
る
o

第
一
に
資
本
的
蓄
積
は
彼
れ
に
於
て
も
亦
正
賞
に
収
入
か
ら
資
本
へ
の

特
牝

t
め
る
。
h

い
ャ
此
的
制
化
き
れ
わ
い
る
資
本
部
分
一
ぺ
如
何
な
る
封
象
に
投
下
古
心
、
か
の
誼
市
立
な
る
問
問
に

於
て
、
彼
れ
は
リ
カ
ア
ド
す
ご
同
じ
〈
古
典
皐
振
に
共
同
地
的
説
謬
仁
陥
る
。

y
カ
ア
ド
ウ
ノ
に
於
T
一
は
そ
れ
は
総
て

労
働
需
要
ピ
な
り
て
表
れ
、
延
い

E
柑
労
働
階
級
の
前
日
間
前
嬰
ご
な
り
、
生
産
燐
張
は
印
も
需
要
山
川
政
ご
な
っ
て
生

産
過
剰
は
否
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、

7
w
サ
旦
に
於
て
は
そ
れ
は
生
能
的
柑
労
働
に
劃
す
る
需
裂
の
増
加
ご
は

な
る
が
、
併
し
金
銭
働
階
級
の
商
品
需
要
は
其
の
た
め
に
増
加
せ
す
、
従
っ
て
生
産
過
剰
は
肯
定
さ
る
、
一
』
亡
、

な
る
。
此
の
場
合
に
於
り
る
両
者
に
共
通
の
難
問
は
、
生
産
手
段
を
会
〈
看
過
す
る
貼
仁
あ
る
。
資
本
に
特
化
さ

る
、
蓄
積
部
分
は
、
少
〈
正
も
其
の
一
部
は
闘
定
資
本
及
び
流
動
資
本
正
し
て
投
資
き
れ
ね
ば
な
ら
す
、
且
つ
此

の
部
分
は
資
本
主
義
の
稜
脱
す
る
ピ
共
に
、
資
本
構
成
の
高
級
化
す
る
ご
共
に
、
其
ゆ
倒
合
を
増
加
せ
ね
ば
な
ら

ぬ。
7

ぞ
れ
放
に
蓄
積
部
分
り
総
て
が
生
産
的
労
働
に
劃
す
る
需
要
ご
し
て
表
は
る
、
が
如
き
一
」
ご
は
一
般
的
に
は

あ
b
得
な
い
ご
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
も
亦
第
働
階
級
の
商
品
需
要
に
は
少
し
の
増
加
も
旭
ら
す
ご
す
る
マ
W

サ

前

議

マ
ル
サ
ス
の
恐
慌
前

第
二
十
凡
在

凡
主
ヒ

第
六
蹴
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論

議

マ
ル
サ
ス
白
恐
慌
諭

捧
ニ
十
八
巻

λ
E
λ
 

第

枕

五
凡

旦
は
・

9
カ
ア
ド
ヲ
ピ
は
反
謝
の
説
謬
に
陥
っ
た
も
の
で
あ
り
、
夏
に
此
り
場
合
的
蓄
積
が
、
資
本
家
消
費
削
絡
調

的
減
少
合
意
味
す
る
が
如
く
考
ふ
る
よ

t
b
正
し
〈
は
な
い
。
か
く
し
て
蓄
積
に
闘
す
ゐ

7
w
f
λ

の
難
貼
は
、

三
重
に
ぶ
在
す
る
か
に
忠
は
れ
る
o

第
二
に
蓄
積
の
ほ
棚
限
に
闘
す
る
守
山
F
f
λ
ω
観
察
は
、
リ
カ
ア
ド
ク
ど
の
閥

係
に
於
1
注
意
に
値
す
る
。

9
カ
ア
ド
ク
に
於
1
は
利
潤
率
遁
滅
り
法
則
か
ら
出
梓
さ
れ
℃
、
蓄
積
山
桶
限
|
|

繍
張
生
産
山
行
詰
h
ー
ー
は
何
時
が
は
、
滋
ら
〈
は
溢
き
未
来
に
於
て
、
到
来
せ
ね
ば
な
ら
必
こ
吉
、
な
品
。
併

も
比
の
状
腺
に
迭
し
た
枇
曾
は
決
し
て
沈
滞
叉
は
恐
慌
の
如
、
き
悲
制
的
服
践
に
あ
る
も
の
で
は
な
(
、
反
封
に
そ

れ
は
理
想
的
静
止
妹
践
で
ゐ
っ
た
。
然
る
に
マ
U
F

ナ
ス
に
於
て
は
、
蓄
積
の
極
限
は
此
州
知
き
一
一
門
限
h
ω
経
由
民

的
畿
展
の
極
故
で
は
な
く
、
繰
返
し
現
・
貨
に
起
り
来
る
所

ω
洗
滞
又
は
恐
慌
で
ゐ
る
。
現
に
常
而
せ
る
嘗
時
内
恐

慌
は
、
郎
ち
此
的
議
開
問
山
り
は
柑
限
に
常
師
せ
る
も
の
で
あ
る
o
此

ω
意
味
に
於
て
4

w

グ
マ
ン
が
リ
カ
ア
ド
ク

ω
蓄

積
の
椅
限
合
描
ぺ
た
る
事
時
を
引
用
し
た
る
後
、
「
訟
に
リ
カ
ア

r-?
の
遁
ぺ
て
ゐ
る
事
・
貨
は
、
恰
も
T

W

サ
月
が

共
の
生
産
過
剰
設
を
出
俊
せ
し
め
た
事
質
ピ
同
一
で
あ
る
]

Z
言
へ
る
は
正
賞
で
ゐ
る
。
第
三
に
以
上
山
結
果
正

L
τ
現
貨

ω問
題
正
し
て
の
#
花
岡
り
極
限
|
|
生
志
向
腕
張
凶
行
誌
h
ー
ー
は
・

9
カ
ア
ド
ウ
ノ
に
於
て
は
否
定
せ
ら

れ、

Y

U

F

サ
λ

に
於
工
は
率
直
に
認
識
せ
ら
れ
勇
敢
に
肯
定
せ
ら
る
、
の
み
な
ら
宇
、
そ
れ
は
主
た
人
口
法
則
正

相
並
ん
で
一

ω自
然
法
則
ご
し
て
私
臨
す
る
o

恰
も
労
働
階
級
の
貧
窮
が
、
人
口
法
則
内
結
果

Z
L
て

然

に

存

在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ど
同
じ
く
‘
恐
慌
は
資
本
法
則

ω
自
然
的
結
川
市
正
し
て
・
資
本
家
階
級

ω兎
る
ぺ
か
ら
F
る
運

命
で
め
る
。
た
い
貧
窮
が
道
徳
的
抑
制
に
よ
っ

τ緩
和
世
ら
る
、
正
問
じ
〈
、
恐
慌
も
亦
分
配
政
策
に
よ
っ

τ或

程
度
じ
緩
和
吉
れ
者
〈
は
副
知
れ
得
る
ご
一
言
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
(
完
)
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